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V253a 次世代赤外線天文衛星SPICA：システム技術検討
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次世代赤外線天文衛星 SPICA (Space Infrared Telescope for Cosmology and Astrophysics) の再定義活動 (芝
井等による講演を参照)の一環として行っているシステム技術検討の概要を報告する。
新しく定義された SPICAでは、昨年から今年にかけて ESA CDF (Concurrent Design Facility) で行われた口

径 2m、温度 6Kの次世代冷却赤外線望遠鏡の総合的な技術検討結果を活用しつつ、科学目的に合致するように、
望遠鏡を口径 2.5mへとやや大型化し、温度要求を 8K以下とすることをベースラインとしている。
SPICAは日欧を軸とする国際協力で進められるが、日本担当部分の中で技術的に最も多くの検討を要するの

が、科学観測機器の冷却機構である。SPICAにおいては、「あかり」等の冷却赤外望遠鏡で用いられてきた液体
ヘリウムによる冷却は用いず、効率的な放射冷却機構と機械式冷凍機の組み合わせにより、極低温冷却を実現し
ようとしている。このうち、放射冷却機構については、従来の SPICA 案からデザインを大きく変更し、欧州の
プランク衛星で実績のある V-grooves 構造をベースラインとする方向で検討を進めている。機械式冷凍機につい
ては、日本が戦略的に開発を進めてきた高効率の宇宙用冷凍機をベースラインとしている。
これらの技術検討により、技術的・予算的に実現性の高いミッションの構築を目指している。


